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陸奥湾におけるマクロベントスの時空間分布

高橋豊美p 前田辰昭9 中谷敏邦p 柳川延之

(1986年 2月 10日受理)

Temporal and Spacial Distributions of Macrobenthos in Mutsu Bay 

Toyomi Takahashi，* Tatsuaki Maeda，* Toshikuni Nakatani，* 

and Nobuyuki Yanagawa* 

In order to elucidate th巴conditionsof food environments for right号yeflounders Limanda 
herzensteini and L. yokohamae in Mutsu Bay， Aomori Prefecture， the distributions ofmacrobenthos 
were inv巴stigatedby analyzing grab samples obtained at approxim乱tely300 stations chiefly from 

March 1980 to February 1983. Faunal composition in the bay was correlated with the mud 

contents in the bottom sediments. 111 the extensive mud bottom in offshore area polychaete annelids 

predominated， representing 82.8 % of the total number of macrofauna. Most of the dominant 
speci伺う Scalibregmainflatum， Par勾Jrionospiopinnataヲ andMaldane sarsiヲ werechie自yabundant
in East Bay. So macrofaunal biomass and density in West Bay were consistently low号rthan those 

in East Bay. The densities of S. inflatum and Ampharete sp. increas己dremarkably in spring and 
decreased in autumn and winterラwhileno seasonal periodicity was found in自uctuationsin d己n-

sities of Lumbrinerida巴andλ1. sarsi. There is a general tendency that th巴macrofaunalbiomass 

in offshore area attains peak in summer and lowest in winter. But such a p号riodicitywas not 

found in East Bay since the autumn of 1980 bec乳useof remarkable increase in density of M. sarsi. 

Results of cluster analysis showed that the community structure of macrofauna in offshore area 

var允dlargely with fluctuations in abundance of dominant polychaetes by seasons and ye旦rs.

著者らは青森県の陸奥湾に生息しているマガレイ

Limanda herzensteiniとマコガレイ L.yolwhamaeの

生産構造を解明するための一段階として，それらの摂餌

生態を研究しており，これまでに成魚と未成魚群の摂餌

日周期1) と生活年周期2) について報告した。手持ちの資

料によれば，当海域のマガレイとマコガレイが摂食する

餌生物の多くは通常，採泥器で採集され， lmm目の飾

上に残るマクロベントス(以下，単にベントスと呼ぶ)

で構成されているO それらの捕食は特定の餌種に集中す

る傾向もみられるが，通常はそれほど利用されていない

生物でも餌料条件によっては食物として比較的大きな部

分を担う可能性を持っており，餌生物と Lて無視するこ

とはできなし、。

当海域のベントスの分布については沖合域を含めた報

告は少ないが，ト目)Yamamotoりおよび高橋らのは地点

聞の種組成を比較し類似した組成をもっ水域の区分を

1iっているO しかL，こhらはホタテガイ Patinopecten

yessoensisの生息適地判定を主目的としており，いずれ

もある時間断面を捉えたに過ぎず，種組成，生息密度，

生物量の季節および年変化などについては沿岸のごく一

部の水域に限らわした報告6) しかなされていなし、。このた

め，本報告では湾内に生息するベントス全体についてそ

の分布と表底堆積物の泥含有率との関係，および主要種

の地域分布と密度の季節的推移を明らかにした。さら

に，ベントスの組成および生物量の時空間変動を検討す

ることにより，当海域におけるマガレイおよびマコガレ

イ両種の食物環境の構造的側面を明らかにしようとし

た。

本報告に当り，有益な御意見と御助言を賜った北海道

大学水産学部元教授上野元一博士，同三島清吉教授，同

久新健一郎教授，多毛類の同定に|祭し御教示頂いた問中

尾繁助教授に対し，深甚なる謝意を表する。また，洋

上での標本採集に当り，多大な御協力を頂いた当学部調

査船うしお丸元船長森田省二氏，船長松島寛治教官なら

びに乗組員の方々，標本採集と資料整理に労を願った当

学部大学院生佐々木正義，富永 修の各氏ならびに石村

明也氏ほか昭和 54 年~58 年度講座学生諸昂に対し心

から感謝します。

材料および方法

本研究で扱ったベントス標本は主として 1980年 3月

から 1983 年 2 月までの期間，陸奥湾のそれぞれ 13~50

* 北海道大学水産学部 (Faculty of Fisherie町HokkaidoUniversity， Minato 3， Hakodate 041， Japan). 
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F:ig.1. Map of Mutsu Bay， Aomori Prefecture， 
showing localities and contours of depth (m). 

の地点で調査船うしお丸 (97.78トンァのちに 107.85ト

ン)を使用し 0.069m~ の採取面積をもっ田村式採泥

器7)により採集された (Fig.1)0 1地点当りの採泥回数

は 1980年 3月以降は原則として 4回(1979年 12月

以前では 1~ 3回)であるO 採泥した試料は lmm 目

の怖により土砂を洗い流L，師上に残った総ての動物を

採集して 10%のホルマリン溶液で閏定し，種類別に偲

体数と湿重量 (1mg単位)を計測し標本の一部につ

し、ては体重および体内の卵径を測定した。個体数の算定

は多毛類では原則として頭部， グモヒトデ類では体盤の

数により行った。また，表底堆着物の粒度組成は飾別法ー

により分析した。使用した舗の孔掻は 1.19，1.0， 0.5， 

0.25，0.125，0.063および 0.0441τ1mである O

ベントス組成の時空間分布を解析する方法として，出

現したベントスを約 50の動物群に区分し地点聞にお

ける種組成の類似度を木元の G 指数のにより求め，

Mountfordめの平均連結法によりクラスター分析を行っ

た。 Cπ は次式であらわされる。

G=221nu吋(I:7[12十I:7[22)九叫

Zπぺ古川
(O::;:Cπ豆1)

ただし， JV1， 1"12 は第 l組および第2組の総個体数，

11凶 fl'2'iは各組における第 i番目の区分に属する個体数3

Sは区分の組数である。なお， 1 g以上の大型個体は全

体的な生物量の傾向を著しく乱すことがある聞とに 7 マ

ガレイとマコプJレイにはほとんど摂食されてし、なしイこめ

総ての計算から除かれた。

結果

ベントス採集方法的時味 田村式採出器によるベント
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Fig.2. Cumulative number of species (upp記r)，
m阜annumber of individuals (middle)ラ乳nd

mean wet weight (Iower) of macrob号nthos

taken in successive sampling by grab at two 

stations (0，⑧) 1n East Bay. 

スの採集効率を検討するため 1980fj-二 3月に東湾の 2

地点でそれぞれ 10回の採泥を行い， j采泥回数と採集さ

れたベントスの種数，個体数および重量との関係を求め

た (Fig.2)。これによれば，個体数および重量は 3回の

採泥でほぼ安定し，種数は 4 回の採山で総種数の 82~

84%が得られた。従って， 田村式採泥器を使用する場

合には l地点当り操り返し4回の採泥 (0.276mりを行

うことにより各地点、におけるベントスの種組成や数量を

ほぼ求めることができると考えられる O このことは山本

ら11)および中尾山がそれぞれスミス@マッキンタイヤー

型採泥器とコア e サンプラーを使用して求めた結果と概

ね一致するO ただし，平館海峡や沿岸域など底質の粗い

水域で、は採泥量が少なく，実存の数量が反i決されない可

能性がある。

表底土佐積物のi混合有率とベントスの分布との間保

Fig. 3に本研究によるお地点および水産庁13)による

130地点の粒度分析結果から求めた当海域の泥(粒径

0.063 mm以下， 1>4)の含有率分布を示す。これをも

とに， 1980年 3月から 1982年 5月までの全採集地

点 (249 地点)を泥含有率 0~25%， 26~50%， 51~75% 

および 76~100% に大きく 4 区分し 3 各 IK分毎にベン

トス分類群別(個体数の多いものについては種もしくは

科)の Lrn2 当り平均出現個体数と個体数百分率を求め

た (Table1)。泥含有率区分別にベントスの出現個体数

組成をみると，泥含有率 25%以下の水域では多毛類が
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Tai:Jle 1. Mean density (numb阜r/m2)of maerobenthos， by mud contents (M ~~) in the bottom 
sediments， in Mutsu Bay. Values were calculated on combined data fromル!arch1980 to May 
1982. Figures in parentheses are percentage of each organism in each mud contents category 

Benthos item 

COELENTERATA 

TURBELLARIA 

NEMERTINEA 

SIPUNCULOIDEA 

POLYCHAETA 

Aphroditidae 

Phyllodocidae 
Syllidae 

Nere.idae 

Goniada sp. 

Glyceridae 

Lumbrin古ridae

ぷpiophanesbombyx 

Paraprionospio pinnata 

Sigambra tentaculata 
Magelonαjaponica 

Scalibregma infiatum 
Ophcliidae 

Capitel1idae 
1l1aldane sarsi 

Other Mald旦nidae

Lagis boc!d 
Ampharete sp. 

Terebellides stroemii 

Other Terebellidae 

Sabellidae 

Other POLYCHAETA 

PHORONIDEA 
Phoronis hippocrepia 

MOLLUSCA 

POLYPLACOPHORA 

GASTROPODA 

SCAPHOPODA 
BIVALVIA 

CRUSTACEA 

OSTRACODA 

GAMMARIDEA 

CAPRELLIDEA 

BRACHYURA 

Other CRUSTACEA 

OPHIUROIDEA 

Other invertebrates 

Total 
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45.6%，i欠いでヲコユピ揺を主とする甲殻類が 31.0%，

二枚貝類を主と寸る軟体動物 9.7%グモヒトデ類 4.1%

であり，甲殻署員の占める割合が他の泥含有本区分にJ;仁べ

て非常に高し、u これに対 L，泥合一{主主主 26~50% 域では

ホソタ，ヤブシ lvlaldanesarsiを主とするタケブシゴカ

「類 Nfaldanidae. ヂポシイソメ類 Lumbrineridaeちカ

Mud contents C，~) 
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ザリゴカイ科のー一‘種 Ampharetesp. および‘ヨツパネス

ピす Paraprionospiopinnata を主とする多毛類の占め

る割合が高い (74.0%)0t尼含;有率51~75% 域ではケシ
トリガイ Alveniusojianusの一時的な大発生のためI 1W~ 

体動物の組成上ヒネがかなり高くなっているが (29.2%)，

U トリガイを除いたベントス組成は泥含有率 26~
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Fig. 3. Contours of mud contents (%) in the 

bottom sediments in Mutsu Bay. .: data 

from Japanese Fisheries Agency (1978)， 0: 
data from this study. 

509広域と大きな差異は認められなし、。ただし， トノサ

マゴカイ Scalibregrrzainflaturrzとホソタケブジの組成

比率はかなり高く， ヨツパネスピオは著しく低し、。ま

た，泥含有率 76%以上の水域では多毛類の占める割合

がさらに高まり (82.8%)， ホソタケフシ， トノサマゴ

カイ，ギボシイソメ類， ヨツノミネスピオおよび Arrz-

phαrete sp. の上位 5位までの多毛類は多毛類総数の

85.8%，ベントス総数の 71.0%を占めているC 従って，

泥質域の地域的拡がりからみて，ギボシイソメ類，ヨツ

パネスピオ， トノサマゴカイ，ホソタケフシおよびAm-

pharete sp. の多毛類は陸奥湾沖合域における主要種と

みなすことができるO

主要多毛類の地域分布 Fig.4はギボシイソメ類， ト

ノサマゴカイおよび Ampharetesp. について，それぞ

れ 1980 年 3 月 ~1983 年 2 月における 1 m2 当り出現

個体数の地域分布を月別に示したものである。ただし

1980 年 3 月 ~1981 年 3 月のJ令npharete sp.については

出現がほとんど認められなかったため図示していなし、。

ギボシイソメ類は平館海峡および水深1O~20m 以浅の

沿岸域を除く沖合のほぼ全域に広く分布し特定の水域

に集中する傾向は認められなし、。 トノサマゴカイは1980

年 3月および5月では東湾に高密度地点がみられ， 1980 

年 8~9 月から 1981 年 3 月までは東湾に分布が集中し

ていた。しかし 1981年 8月には西湾北部と大、法湾に

高密度域が現われ， 1982年 5月以降は水域による密度

差がほとんどみられなL、。このように主分布域が年によ

↑
一
-
一

t1I --101-250 
⑮ 251-50口

.--501-1000 

轡一>1001

Fig.4. Distribution of density (numberfm2) of Lumbriner泊ae(Aλ Scalibregma 台所。tum(B)， 

and Ampharete sp. (C) in恥1utsuBay from March 1980 to February 1983. 
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0-__________ --0 

.-.._.-1-25 

.. 26-50 
.，....51-100 
舎一一 101-250
251 - 500 
501-1000 

一一三>1001

Fig. 5. Distribution of density (numberfm2) of Paraprionospio pinnata (A) and Maldane sarsi (B) 
in Mutsu Bay from March 1980 to February 1983. 

り変動する傾向は Ampharetesp. も同様であり， 1981 

年 8月から 1982年 5月までは密度の水域差は明瞭に

は現われていないが， 1982 年 8~9 月では東湾に分布

が集中しているO また， Fig.5に示すように， ヨツノミネ

スピオでは青森湾奥部にも高密度地点がみられたが，概

して東湾の中央部が主分布域となっている。以上の 4種

に対し，ホソタケフシでは大法湾を中心とする東湾奥部

が主分布域となっており， 1981年 3月以降は東湾沖合

のほぼ全域に高密度域が拡がっているO

主要多毛類の雷度の季節的推移前述の主要多毛類に

ついて，生息がほとんど認められない平館海峡北部およ

び 10m以浅の沿岸域を除いた水域から得られた標本を

一括して 1m2 当り平均出現個体数の季節変化をみた

(Fig. 6)。ただし，標本採集上の偏りを是正するため，

ごく近接した地点のものについては平均値を用い，ま

た，西湾での分布が少ないホソタケフシについては東湾

の原本のみによる計算値を求めた。これによれば，ギボ

シイソメ類の密度は 1年を通して比較的安定しており，

また，ホソタケフシでは 1980年 5月から 1981年 3月

までの約1年聞にわたって密度が増加しており，ともに

季節的な周期変動が認められない。これらに対し， トノ

サマゴカイと Ampharetesp. の密度はともに 4~5 月

頃から 7~8 月頃にかけて急増するが，その後 12~3 月

にかけて低下しており，顕著な季節変化を示している。

ただし，Ampharete sp.は 1979年 12月から 1981年

400 r 

300 

200 

ホ

5100ト
己 1，

>-

Lmbri円巴rida号

/ 

亡。L十.• • ， ， ， ， 

M. sarsi一一ー

(j) 'AMJ'J目A'S'O'N'O'J'FM'AM J' JA'S'O'N'O' J'F'M' 
Z 一一一一1979一一+←一一一一 1980一一一一一+昏ー 1981-
W 200 
O 

バmphareteSp. 

/ 
100トメ
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xーベ)ン¥
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。ト I.J I _I_L_I_I_-"~円官，Xア I -_I-_I~ア干---，--，-アメー一一
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MONTH 

Fig. 6~ S~a~onal changes in density (numberfm2) 
of polychaet昌弘 Lumbrineridae，Maldane sarsi， 
Parapriono司piopinnata， ScaliるIregmainflatum; 
~~~~ Amf!f1..arete sp. in Mutsu Bay from ApriI 
1979 to March 1981. Values were calculaおd
<:)n the samples except for the northern area of 
Tairadate Strait and the coastal area 1巴:ssthan 
10m depth， and values of M. sarsi were on the 
閲覧lplesfrom East Bay. 
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Fig. 7. Seasonal changes in body weight distribu幡
tion of Scalibregma Ù~んtum (A) and Am園
pharete sp. (B) in Mutsu Bay. Shaded parts 

show percentage of individuals less than 5 mg. 

3月までの期間ヲ ほとんど出現していないが， 1981年

には 1979年と同様の密度変化を示してL、る(3月:0.3

個体1m2，8月:93.2個体1m"，11 月 :19.3 個体Im~)o

-JJ， ヨツバネスピオはトノサマゴカイや Ampharete 

sp.とは季節的に相反した密度変化を示している。すな

わち，変動の度合は大きくはないが，密度は夏 a秋季が

{ftく.冬季に増加l傾向を示しているO なお，ギボシイソ

メ類の密度変化に季節的な周期性がみられ!:t¥，、のは，

Lumbrineris debilisおよび L.latreilli など数種類が

含まれており 3) 種により再生産周期が異なるためであ

ることも:考えられる。

i欠に，採泥器で得られた無欠損個体に基づき，会主要

多毛類(ギボシイソメ類を除く)について体重組成の季

節変化を検討した (Fig.i， 8)。無欠損個体は種別，月野IJ

で全体の 60~8ì忽が得られたが.ヨツベネスピオ :-r.

ソタケブシおよび Ampharetesp.では接管を取り除く
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Fig.8. Seasonal changes in body weight distribu剛

tion oI Paraprionospio pinnata (A) and Maldune 

sarsi (B) in Mutsu Bay. 

際に小型のものほどちぎれ易いため，図に示した体重組

成は幾分，大きな方へ偏っているのそれによると，トノ写

マゴカイでは4月から 5mg以 Fの小型{自体がf}oわれ，

5月以降の体重モードはlOrng以下へ移行して 1，、るo

Ampharete sp.もそれとほぼ同様の傾j白p'，，:示L，5月と

8月には 5mg以下の小型個体が卓越Lているが， 11月

では1O~15mgがそート、となっている。ただし曹 トノ

サマゴカイでは小型個体力:出現する時期にそれらとは発

生時期が犬舎く相違すると思われる大きさのものが分布

しているが，Ampharete sp.ではいずれの時期でもほぼ

単峰型とみられる分布を示しており，大部分のものが]

年寿命であると考えられる。また，ヨツパネスピオでは

12月には 20mg以下の小型個体が玉体となっており B

その後 7月までモード¥ぅ:次第に大きなガへ移行してい

る。上よ とのように J ，rノサマゴカイ ，Ampharete sp.お

よびヨツパネスピオの発生時期はいずれも年 1r弓であ
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Hg.9. Se昌sonalchanges in egg di品meterdistribu層

tion of Scalibregma infiaturn and Jvlaldane 

sarsi inMutsu .Bay from November 1981 to 

August岨September 1982. The l1umber of 

each samplc was 250 eggs taken fro立15 in-

dividnals of adult won柱、 respectively.

り，とれらの種が加入する時期とi同体群密度の噌加期と

はほぼ一致している O こhらに対L，ホソタケフシでは

周年にわたって大型'制体が出現し 1 同時にlOmg以下

の小型個体が卒越し，体重組成に季節的変化は認められ

なし、。すなわち，ホソタケフシでは成体の母体内におけ

る卵律分布 (Fig.めからも明らかなように周年産卵を

行っているためと考えられ，密度の変化に季節的な周期

性がみられないことと符合する。

べントス組成の時空間分布 1980年 3月から 1983年

2月までの期間における標本採築地点を Fig.10 に示

す。これらの各地点間におけるベン]ス組成の類似関係

をデンドログラムで示したものが Fig.11， 12である。

泥含有率区分ごとのベントス組成(前述)からみて，当

海域はヨコエピ類の出現が多い沿岸域と多毛類が優占す

る沖合域とに大きく 2分されるであろうが，マプfレイお

よびマコガレイに対する食物嘩境の時空間変化を明らか

にするためには?より細かい区分を行う必要があるO 従

って，こ乙では G 指数 0.6を基準にしてまとめられ

る地点の生物群セ 1つの群集とし，それらの地域分布の

範聞を示した (Fig.13)。なお， 群集はそれぞれの群集

内の優占生物名にて呼ぶことにする。

青森湾，人怯湾および野辺地湾を除く湾内の泊岸域は

各季~íJともにヨコエビ類に代表される群集で占められて

いる。従属種は季節により異なるが，イバラワレカラ

Caprella acanthogaster，チヨノハナガイ Raetarostrαlis 

およびシリス科 Syllidaeの A種 Geminosyllissp.など

である。多毛類は 27.6~49.0 を占めていたが〉 ウロコ

ムシ類 Aphroditida(人サーシパコカイ Phyllodocidae

およびシリス類など遊在類の占める割合が比較的高いと

L 寸特徴がみられる。ベントスの街度および生物量は季

Fig. 10. Locations wh号rem品Cl・obenthuswer号col-

lected. (A)-O: J¥在丘rch1980事 θM品y.1980， 

Cl): August-September 1980， くむ:October 1980， 

:Sl: March 1981; (B)-O: August 1981， 0: 
November 1981，①ミliay1982，の August嗣

September 1982， Sl: February 1983. 

節による差兵が非常に大きく，多毛頭が寝I:!:iする群集に

比べて生物量は少ない (76.1~~ 1l 99.3 119) " O.39N 

8.85 g/m~) 。

次に， 1980 年 3月以降の湾内域における11干集構

成の不節変化について述べる。

1. 1980年 3，.....， 5月・ この期間，最も「広い範問の水

占めてし、たのは東湾および青森湾にλられたヨツパ

ネスピオを優占種とする群集であるのまた?

中心iこギボシイソメ主~l群集が，脇野沢沖と でt、:t;)之

ソタケフシ群集が分布していたほか，東のほぼ中央部

付近では局地的にトノサマゴカイが寝占していたのな

お9 3月の西湾北部ではグシ/ハクモヒトデ 0ρhiura 

kinbergiが単独， もしく と共優占種を構成してい

る群集がみらjじでこが， 5月にはギボシイソメ

行している。

2. 1980 年 8~1O月: トノサマゴカイの個体詳密度



著な密度増加 (Fig.6) のため示ソタケフシ群集は京

湾中央部方向へ分布i或を拡げており，それに伴って，

ノサマゴカイ群集の占める水域が1~ くなっているc

3. 1981年 3月: 一時的に大発生したケシトりガイ

を優占種とする群集が両湾および東湾の浩;iiにわたる広

域を13めていたが，ケシトリガ、イを除けば，商法、はギボ

シイソメ類，東湾奥部はホソタケフシ，その中間域では

ギボシイソメ類とヨツバネスピオがそれぞれ優占してお‘

り，ホソタケフシ群集の西方への分布拡大ーが顕著である

ほかは悲本的に 1980年 3月と類似、した群集構成を示L

ている。

4. 1981 年 8~ 1J月: ケシトりカイの密度は 8月

には低水準となり，東湾は主としてホソタうフシ群集，

青森湾はギボシイソメ類群集，西湾北部ではトノサマゴ

カイ群集および Ampharetesp.群集などがみられたc

東湾におけるトノサマゴカイ群集の分布域が前J干の夏季

に比べて小さいのはオ、ソタケフシの密度が非常に高かっ

たためで、ある (Table2)0 11月にはトノサマゴカイと

Ampharete sp.の密度低 iどのため，東湾は主としてホソ

タケフシ群集，四湾はギボシイソメ類群集がそれぞれ広

域を占めていた。

5. 1982年5月 Ampharetesp.群集が西湾のギボ

シイソメ実質群集およひ、東湾、のホソタケフシ群集に割り込

むようにしてかなり広い水域を占めてし、た。

6. 1982 年 8~9 月および 1983 年 2 月: 夏季は

トノサマゴカイと Ampharetesp. の密度増大期である

が，ともに 1982年の水準は低く，ギボシイソメ類は比

較的高密度であった。また，ホソタケブシは高水準で安

定していた (Table2)。 このような主要多毛類の密度の

推移を反映して， 1982 年 8~9n の沖合域はギボシイソ

メ類(主として西湾)とホソタケアシ(東湾)がそれぞ

れ優r!?する水域にほぼ2分され， 1983年 2月も同様な

にlコ谷3 柳川田11 
高橋?1346 

1980 OCI， 

Mar 

Fig. H. Dendrograms showing similarity of 

numerical compositiol1 of m乱crobenthos

among stations from March 1980 to March 
1981. 

が最高水準となる夏季には東湾の優占種はヨツパネスピ

オからトノサマゴカイに移り，群集構成は大きく変化し

ている。 -fj，平館湛峡をi徐く西湾ではギボシイソメ類

群集の分布域が拡がっているが，これはギボシイソメ類

の密度増加によるものではなく，主としてヨツパネスピ

オの密度が減少したこと (Fig.6)に起悶している。 10月

の群集構成は西湾で1ヱ8月とほぼ同様であったが3 東湾
ではトノサマゴカイの密度低下およびホソタケブシの顕

円己JlJITIIOllll1981 ['1立芹寸yYTlTrmTr-
061--vFi U山 門!と十一司 ~rl.~:

;~ 04 ~ I 'T' I U ~j Y 

iii7:!??古田11J11!111
Fig. 12. Dendrograms showIng similar・ityof numerical composition ，of macrobenthos among 

stations from August 1981 to Februaryl983. 
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Fig. 13. Seasonal and spacial distributions of macrobenthos communities in Mutsu Bay from 
March 1980 to February 1983. 

Tabl母2. Annual changes in mean density (11unト

berfm2) of Polychaetes， Lumbrineridae， Pat・0岨
prionoゅio pinnata， Scalibregma infiatum， 
Maldane sarsi， and Ampharete sp.， from 1979 
to 1982. Values were ca1culated on dat乱
obtained during August-September in each 

year 

Benthos item 1979 1980 1981 1982 

Lumbrineridae 83.7 45.7 83.3 108.0 

P. pinnata 13.8 37.7 24.9 27.9 

S. infiatum 53.0 124.5 180.9 15.2 

M. sarsi 60.1 46.0 360.7 219.0 

Ampharete sp. 41.5 O 94.2 51.9 

状態を示していた。

主要群集内の従属種とその 1m2 当り密度および生物

量の平均値をみると (Table3)，ギボシイソメ類が湾内

に広く分布し，水域による密度差が小さいことはすでに

述べたが， fttlの生物の分布が少沿い場合にギボシイソメ

閣が優占ずる結果となっている。従って，ギボシイソメ

類群集の密度および生物量はいずれの時期でも各群集

中，最も低位となっているO これに対して，ヨツパネス

ピオ， トノサマゴカイおよび Ampharetesp.をそれぞ

れ優占種とする群集内ではギボシイソメ類のほかに，他

の主要多毛類の量も比較的多く，密度および生物量はギ

ボシイソメ類群集よりかなり高水準であるO 一方ョホソ

タケブシ群集は 1980年 10月から 1983年2月までの

期間ではラ各群集中，最高水準の密度と生物量を示す場

合が多く，ギボシイソメ類群集と比較するとその生物量

は約1. 3~4.9 f音(平均で約 2.9倍)であった。

考襲

当海域では沖合域を中心にi尼が広く分布していること

に関連して多毛類が卓越しとりわけ，ホソタケフシ，

ギボシイソメ類， トノサマゴ、カイ， ヨツバネスピオおよ

び Ampharetesp.が主要種となっ"'n、るO このうち，
前3者は泥食者，後2者は表層堆積物食者である 14)。す

なわち，陸奥湾は湾口部が小さく海水の流動が小さいた

め15pIB)，湾内部はベントスの食物となる粒状有機物が堆

積し易く，泥食@堆積物食の多毛類が優占するという中

内湾性の水域に通常みられる生物相10)を呈している。

トノサマゴカイ，ヨツバネスピオおよびホソタケフシ

は主として東湾で高密度域を形成する。ギボシイソメ類

は特定の水j或に集中せず， ./初lphareteSp.では分布域の

変動が大きく， また， 出現が極端に少ない年があるな

ど，その生息密度は極めて顕著な年変動を示す。 ζのた

め3 近年では西湾におけるマグロベントスの生物量およ

び樹度は周年，東湾に比べてかなり低水準にある。

マガレイおよびマコガレイの餌生物となる湾内のマグ

ロベントス量は 1979年および 1980年ともに春・季に急

増して夏季に設大となり，その後，秋季に急i戒し冬季

開は低水準で推移している (Fig.14)。 このうち，多毛

類は餌生物量のかなり大きな部分を占めているがB 湾内
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macrobenthos communities in Ml1tsu Bay from March 1980 to February 1983 

242.8 

257.2 4.63 Pp儲Ca 304 .4 i 2 . 06 Lu目Ms

290.5 5目38 Ca 

595.2 12.93 Em目C8

420.7 7.30 

Lmnbrineridae 

1982九lay

1982 Aug.-S♀p. 

1983 Feb. 

一一一P. pinl1ata S. Il1flatum 

14.93 

14.23 

8.01 

9.08 

1718.6 32.59 

Ampharete sp. λ1. sarsi 
孔10nth

Density Biom乱S5 8DS De日sityBiomass SDS 
(n/m") (gjm2) (n/mヨ) (gjm2) 

1980 Mar. 224.0 6.35 Lu-Pp咽Pr・

1980 r壮ay 458.3 8.31 Luト♂r

1980 Aug.-Sep宥 469.8 7.16 Pr・“Lu

19800ct. 623.2 11.88 Pp-Lu 

1981 Mar. 1381.2 19.72 Lu 

1981 Aug.-Sep. 996.4 15.13 Si-Lu・Ok 931.9 19.92 Lu 

1981 Nov. 420.3 10.66 Lu 946.0 17.53 Lu 

1982 May 830.9 11.30 Lu 1168.326.14 ArrトLu

1982 Aug...Sep. 1684 . 8 23 . 15 I¥!fシLu 1133.720.68 Lu 

1983 Feb. 1235.5 27.09 Lu 

Lu: Lurnbrineridae， Pp: Pawprionospio pInnata， St: Sigml1bra (entacu!ata， ]VIj: lvfagelol1ajaponica， Si: Scalibregma inflatlll11， Ca: Capitella 
sp.，長'Is:.l¥1aldane sarsi， Pr: Praxillella sp.， Am: Ampharete sp.， EJ: Euchone limllicola， Em: Episiphol1 makiyamai， Ok: Ophiurαkinbergi. 
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Fig. 14. Seasonal changcs in biomass (g!m2) of 

food org且nismsfo1' LiJ刀GndaherzensteInI and 

L. yokohσmae in Mutsu Bay in 1979 (ム)and 

1980 (<lIIl). Values were ca1culated as mean 
values from the aImost entir邑areaexcept fo1' 

sandy area. (Takahashi et al.， 1983). 

のせ二、物量の季節変化はトノサマゴカイや Ampharete:>p. 

に代表される夏季を最高とする顕著な変f七を示す種の変

動1:1hたな反映している。 Fig.14 Lt湾什マクロベント〆、

総量の変化傾向としてみてよいが， これは多少のn寺町民!

ずれがあるものの YamalT¥otoめが野辺地沖のベントス

生物量および密度が 8~11 月に最大に， 2~ 4月に最小

となるとした結果と概ね一致する。ただし，このような

現象は湾全域で1定常的にみられるものではない。すなわ

ち， 1980年秋季以降は密度の季節的変化に周期性をも

たた、いホソタゲブシが著し く増加したためタその主分布

域の東湾では冬季開に餌生物量が減少していない(T乱闘巴

3)σ 

寸]，種類組成の地域分 !riは主要多毛類の密度により

時空間的に大きく変化している。その変動傾向には季節

的な周期的:もみられるが，優占生物が示す種の王子変動に

よって，より強く影響されるっとりわけ，Ampharete sp. 

では 1979年 12月から 1981年 3月までの約 l年"'r
は極めて低水準で推移し (O~ l.7個体1m2)， その後，

1982 1f. 5月にはがJ600 1同体1m2にまで回復するたど極

端な変動を示した。この原悶として，魚、貝類の鋒死の原

凶となった 1978J，芋 8月N lO月 j二旬の寅酸素底層水川

の影響が考えられる。しかし密度の急減が生ずる前の

Ampharete sp.は沖合のほぼ全域に分布しており， '~酸



ほ tnわっ

なかったはずであろう G 従って遣の

も少

下は

Grassleら18jがイトゴカイ科の一種 CapileracapittJta 

について指j諾しているように、高校i度になると自槌

度効果が成件、の小型化?産卵量の低下合誘発1，重{向付〈

群の急激な崩壊が生じたことが主因である可能1生が考え

られる。

なお 上ノ，~J~， (Iこ述べた当海域におけ、る.-<ントス

iliJj特性，すなわち p ブカ Gイおよひマコガレ i・i:s:

の者の れら I索、知の /戸
} 

のような機能的役割を担っているかに〆丸、ては?

，1，~!i告の中で明らかにしてゆきたし

今後の
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